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筑西地域農業改良普及センターHPへアクセス！↑

熱中症対策を徹底し、農作業中の
熱中症に十分注意しましょう。

令和4年度 農業学園開講式および
第１回講座「青年農業士に学ぶ会」を開催しました

農業従事者の中には、熱中症の具体的な症状がわからず、自ら認識しないうちに熱中症にかかっている
方が多くいます。
直近である令和2年のデータでは全国で32名の尊い命が農作業中の熱中症により失われました。これ

は、調査開始以降2番目に多い死亡者数であり、近年、増加傾向にあることが確認されています。本年は、
気象庁の3か月予報においても、平均気温が平年よりも高くなるとの見通しであり、特に注意が必要です。

熱中症予防対策
□ 高温時の作業は避けましょう
□ 20分おきに、休憩＆水分補給しましょう
□ 単独作業を避けましょう
（万が一に備え、携帯電話を持っていきましょう）

□ 適宜マスクをはずしましょう
（屋外やハウスで人と2ｍ以上離れているとき）

MAFFアプリ
（農林水産省公式アプリ）

熱中症警戒アラートを活用しましょう！

Android iOS

〈熱中症が疑われる症状〉
立ちくらみや､ズキンズキンとする頭痛､めまい､倦怠感､吐き気､大量の汗､体の熱さ､手足のしびれ､悪寒､
暑いのに全く汗をかかない、などの症状が見られたら､すぐに作業を中断しましょう。

6月24日に、令和4年度農業学園開講式及び第１回講座「青年農業士に学ぶ会」を開催し、農業学園
生1０名が参加しました。
第１回講座では、管内の青年農業士を招いて、「就農からの歩み」や「経営発展の取り組み」につい

て講演していただきました。講演の後には、学園生自身の経営状況の把握や目標を明確にし、今後の経
営のイメージを持ってもらうために、ワークシートを使って経営目標（短期・中期）を作成しました。
室内での講座の後には、青年農業士の圃場を見学し、栽培管理や病害虫対策について学びました。
学園生からは、「体験に基づくお話を聞けてよかった」、「自分の経営に向き合い、今後の目標を考

える機会になった」、「これからの経営イメージを膨らませていきたい」等の感想があり、刺激を受け
た様子でした。

農業学園開講式の様子

◎次回講座「病害虫・基礎講座」

連絡先：県西農林事務所経営・普及部門
小林・友部
TEL：0296-24-9218

日 時：令和4年7月29日（金）
14：00～16：30

ところ：筑西合同庁舎1階 大会議室
（筑西市二木成615）



農福連携 農作業体験会を開催しました！

農業三士の認定者・退任者紹介
茨城県では、農業の担い手育成

と地域農業の振興をすすめる地域
リーダーとなる優れた農業者を農
業三士（農業経営士・女性農業
士・青年農業士）として認定して
います。
去る、７月６日にザ・ヒロサ

ワ・シティ会館（水戸市千波町）
において認定式並びに退任式が開
催され、当管内からは、新たに農
業経営士１名、青年農業士２名が
認定され、農業経営士２名、女性
農業士１名、青年農業士５名が退
任されました。

認定されました皆様の今後のご活躍を期待しております。
また、退任されました皆様、長きにわたり貢献をいただき、ありがとうございました。

須藤 紀明氏（桜川市）

尾見 友昭氏
（筑西市）

●農業経営士退任者
小島 栄氏 （筑西市）
石島 和美氏（下妻市）

●女性農業士退任者
下条 早苗氏（筑西市）

●青年農業士退任者
栗島 和彦氏（筑西市）
野口 真一氏（筑西市）
島田 智之氏（筑西市）
谷島 正章氏（桜川市）
野澤 和人氏（桜川市）吉原 祐貴氏

（筑西市）

●青年農業士認定者

●農業経営士認定者

6月24日、下妻市の農家ほ場で農作業体験会を
開催しました。「NPO法人 夢工房おおぞら」か
ら、利用者と指導者5名が参加し、ロール状になっ
ている麦わらをほぐして袋詰めする作業を体験して
いただきました。
茨城県共同受発注センターには、農福連携アドバ

イザーが設置されており、農家と福祉施設の調整を
行います。初めて取り組む場合は、農業者を講師と
し、利用者に農作業を体験してもらう農作業体験会
を開催しています。今回、作業を委託した農家の方
は、「忙しい時期に作業を委託できるのでとても助
かる」と話していました。
農福連携に関する問い合わせは、普及センター

（担当：遠藤）までお願いします。

7月8日、管内の若手女性農業者を対象とした農
業女子会を開催しました。第1回は、筑西市で漬物
加工を行っている輿都屋（よつや）の野口さんを招
いて、ネット販売に関する講義をしていただきまし
た。
ネット販売では写真、商品名、説明文の工夫が重

要で、ロゴの作成や様々な賞の受賞が有効であると
いうお話をしていただきました。受講生の関心も高
く、講義終了後も個別に相談する姿が見られました。
農業女子会は、経営改善に関する知識の習得およ

び受講生同士の交流を目的に開催しています。興味
がある方は、普及センター（担当：遠藤）までお問
い合わせください。

農作業体験の様子

講義の様子


